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指 定 研 究 計 画 書 

 

   １ 研究主題名 

主体的に自分の考えや気持ちを表現できる児童の育成 

～外国語を用いたコミュニケーションを楽しむ活動の工夫を通して～ 

    

２ 研究主題設定の理由 

     これまでの外国語活動・外国語科の授業を通して、本校の児童は、積極的に英語表現を

発話したり、基本的な表現を使って質問したり答えたりすることができるようになってき

た。その一方で、外国語によるコミュニケーションへの意識が低く、自分の考えや気持ち

を表現することに苦手意識を持つ児童やコミュニケーションをとること自体を楽しむこ

とができていない児童がいる。そこで、外国語活動・外国語科において、教師が外国語を

用いたコミュニケーションを楽しむ活動を工夫することで、児童がコミュニケーションの

楽しさや大切さを実感し、主体的に自分の考えや気持ちを表現できるようになるのではな

いかと考え、本テーマを設定した。 

    

３ 学年・領域 

       学年：全学年 領域：外国語活動、外国語科 

 

４ 研究主任と組織 

         外国語担当：伊良皆槙子 JTE：松田千登世 ALT：セラノシオルディアエリザ 

 

５ 年間研究計画 

10 月 研究テーマの確認     12 月 ジュニア英検・英会話形成テスト 

 １月 成果と課題の分析     ２月 研究のまとめ、次年度計画 

 

６ 校長所見 

    本校では、平成２１年度以降、英語教育課程特例校事業を継続し、児童のコミュニケーション能力

を培ってきた。令和2年度から学習指導要領が完全実施となり、「聞くこと」「読むこと」「話すこと」

「書くこと」の力を総合的に育む外国語教育に取り組むこととなる。それに当たって、課題を焦点化し

ながら、これまで取り組んできた実践をいかした教育活動のさらなる展開を図る必要がある。 

 


